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造
園
界
に
入
っ
て
65
年
、
当
年
87
歳
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
何
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
造
園
の

楽
し
さ
は
色
褪
せ
な
い
。
山
頭
火
の
「
分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山
」
の
如
く
明
解
な
答

え
は
掴
み
難
い
。
師
の
中
島
健
の
教
え
「
頭
で
考
え
る
な
、
心
で
考
え
よ
」
は
、
造
園
の
本
質
だ
か

ら
で
あ
っ
た
。
即
ち
分
析
よ
り
綜
合
の
精
神
を
重
視
、
逃
げ
た
が
る
青
い
山
を
引
き
留
め
る
に
は
、

単
純
に
言
え
ば
、
足
し
算
、
引
き
算
の
世
界
。
前
者
は
材
料
や
庭
の
仕
掛
け
を
多
く
入
れ
、
そ
の
構

成
の
面
白
さ
で
表
現
す
る
庭
づ
く
り
で
あ
り
、
後
者
は
材
料
を
少
な
く
そ
の
土
地
の
地
形
や
環
境
を

活
か
し
た
庭
づ
く
り
と
言
え
よ
う
。
こ
の
対
象
的
な
造
園
の
実
践
者
を
同
時
期
に
親
し
く
知
る
幸
運

に
恵
ま
れ
た
。
前
者
は
、
大
阪
の
荒
木
邦
芳
で
あ
り
、
後
者
は
、
師
の
井
上
卓
之
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
幸
運
は
、
名
匠
小
島
佐
一
の
知
遇
を
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
陰
の
足
立
美
術
館
の

中
根
金
作
の
庭
に
続
く
エ
リ
ア
を
作
庭
す
る
時
、
私
は
現
地
に
呼
ば
れ
構
想
の
図
面
化
を
依
頼
さ
れ

た
。
小
島
は
私
に
よ
く
話
し
て
く
れ
た
。「
へ
た
な
奴
ほ
ど
名
石
を
使
い
た
が
る
」と
、至
言
で
あ
る
。

石
組
の
気
持
ち
良
い
音
楽
性
（
リ
ズ
ム
感
な
ど
）
を
表
現
す
る
な
ら
、
無
表
情
な
石
で
も
他
の
石
と

の
組
合
せ
で
寄
石
効
果
を
出
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
逆
に
表
情
が
あ
り
過
ぎ
る
石
は
他
の
石
で
黙
ら
せ

る
こ
と
も
あ
る
と
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
だ
。

さ
ら
に
も
う
一
人
、
石
組
の
名
手
、
湯
浅
久
作
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
緒
に
福
島
へ
石

を
探
し
に
行
き
、
筆
者
設
計
の
千
葉
市
お
ゆ
み
の
道
・
源
流
部
の
施
工
を
担
っ
て
も
ら
っ
た
。
名
手

の
仕
事
ぶ
り
は
背
後
か
ら
見
て
い
る
と
次
な
る
一
手
は
何
か
を
想
起
さ
せ
て
く
れ
、
指
定
さ
れ
た
石

が
何
処
へ
ど
の
姿
で
据
え
ら
れ
る
の
か
興
味
が
湧
い
た
。
特
に
自
然
風
石
組
は
連
続
的
に
気
勢
を
展

開
さ
せ
、
ス
リ
ル
さ
え
感
じ
る
。
気
勢
の
折
返
し
点
や
収
束
点
の
仕
掛
け
を
さ
り
げ
な
く
収
め
ら
れ

る
の
は
、
湯
浅
の
才
能
だ
。

連
続
的
気
勢
の
石
組
は
自
然
風
の
植
栽
と
よ
く
合
う
。
落
葉
樹
や
下
草
、
園
芸
植
物
ま
で
幅
広
い

選
択
が
で
き
る
。
中
島
は
早
く
か
ら
草
花
と
調
和
す
る
石
組
手
法
を
庭
づ
く
り
に
用
い
て
い
た
。

石
の
好
き
な
造
園
家
で
知
ら
れ
た
伊
藤
邦
衛
は
、
私
に
公
共
造
園
の
経
験
を
積
ま
せ
て
く
れ
た
恩

人
で
、
代
表
作
の
数
々
を
手
伝
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
計
画
す
る
石
組
の
石
を
山
ま
で
見
に
行
く
ほ
ど

熱
心
で
あ
っ
た
。
私
に
石
組
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
人
々
は
既
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
。

若
き
造
園
人
よ
、
昔
人
の
如
く
盆
に
砂
を
盛
り
小
石
で
石
組
の
研
究
を
せ
よ
。（
文
中
敬
称
略
）
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１
９
５
８
年
、東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
卒
業
。 

１
９
６
１
年
、京
都
に
て
井
上
卓
之
に
師
事
。 

１
９
６
４
年
よ
り
２
年
間
、比
国
、某
財
閥
の
庭
園
づ
く
り
に
従
事
。帰
国
後
、中
島
健
の
綜
合
庭
園
研
究

室
に
勤
務
。１
９
７
１
年
、農
大
同
期
の
野
沢
清
と
野
沢
・
鈴
木
造
園
設
計
事
務
所
を
設
立
し
、25
年
間

運
営
。１
９
９
６
年
、互
い
に
独
立
。長
年
に
わ
た
り
武
蔵
野
美
術
大
学
建
築
学
科
、日
本
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。座
右
の
銘
：
目
で
確
か
め
る　
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よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
三
菱
の
「
深
川
親
睦
園
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
本
日
は
そ
の
す
べ

て
を
清
澄
庭
園
と
し
て
お
話
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。

清
澄
庭
園
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る

「
清
澄
庭
園
を
国
指
定
名
勝
に
す
る
」
百
周
年
記
念
事
業
　
清
澄
庭
園
再
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
清
澄
庭
園
の
価
値
と
庭
木
の
変
遷
』

亀
山 

章

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
3
月
30
日
（
日
）

清
澄
庭
園　

大
正
記
念
館

【
亀
山 

章 

氏
プ
ロ
フィ
ー
ル
】

　
1
9
4
3
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
農

工
大
学 

名
誉
教
授
。
農
学
博
士
（
東
京
大

学
）。
日
本
自
然
保
護
協
会 

理
事
長
。
文
化

財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
長
。
1
9
6
8

年
、
東
京
大
学
農
学
部 

農
業
生
物
学
科
卒

業
後
、
厚
生
省 

国
立
公
園
局
技
官
。
信
州

大
学
農
学
部
教
授
。
1
9
9
2
年
に
東
京
農

工
大
学
農
学
部
教
授
。の
ち
同
大
名
誉
教
授
。

　
主
な
著
書
：『
緑
地
生
態
学
』（
共
編
、
朝

倉
書
店
、1
9
9
3
）、『
自
然
再
生
の
手
引
き
』

（
共
編
、
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
2
0
1
3
）、

『
絶
滅
危
惧
種
の
生
態
工
学
』（
地
人
書
館
、

2
0
1
9
）
他
多
数
。

　
受
賞
：
日
本
造
園
学
会
賞
（
1
9
8
3
）、

国
立
公
園
協
会
田
村
賞（
１
９
８
４
）、日
本
公

園
緑
地
協
会
北

村
賞（
2
0
1
0
）

日
本
造
園
学

会
上
原
敬
二
賞

（
2
0
1
4
）
他

多
数
。

都
指
定
名
勝
清
澄
庭
園
再
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
続
講
演
会　

第
5
回

わ
せ
る
と
私
に
言
う
の
で
す
。
そ
の
か
わ

い
そ
う
な
庭
園
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、

誰
に
も
構
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い
旧
芝
離

宮
庭
園
、
も
う
一
つ
が
こ
こ
清
澄
庭
園
で

す
。
清
澄
庭
園
は
、
東
京
都
が
管
理
す
る

庭
園
の
多
く
が
国
指
定
の
名
勝
に
な
っ
て

い
る
の
に
、
こ
こ
だ
け
都
指
定
の
名
勝
で

扱
い
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
に
な
っ
て
い
て
か

わ
い
そ
う
な
の
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

東
京
都
は
、
こ
こ
を
何
と
か
国
指
定
の
名

勝
に
し
よ
う
と
い
う
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、

動
き
出
し
ま
し
た
。

本
日
は
、『
清
澄
庭
園
の
価
値
と
庭
木

の
変
遷
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
三
つ
の
お

話
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
清
澄

庭
園
の
変
遷
、
文
化
財
庭
園
と
し
て
の
価

値
、
文
化
財
庭
園
の
保
存
と
樹
木
の
成
長

に
つ
い
て
の
話
で
す
。

１ 

清
澄
庭
園
の
変
遷

「
清
澄
庭
園
」
と
い
う
呼
称
は
、
こ
の

庭
園
が
関
東
大
震
災
後
に
、
岩
崎
家
か
ら

東
京
市
に
寄
付
さ
れ
た
後
に
東
京
市
に

は
じ
め
に

龍
居
竹
之
介
先
生
は
、
東
京
の
庭
に
つ

い
て
「
か
わ
い
そ
う
な
ん
だ
よ
」
と
顔
を
合

か
と
い
う
「
庭
園
の
立
地
」、
つ
く
ら
れ
て

か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
、
岩
崎
家
の
庭
園

だ
っ
た
時
代
の
「
深
川
親
睦
園
の
成
立
」、

関
東
大
震
災
後
、
東
京
市
に
寄
付
さ
れ
て

か
ら
の
「
東
京
市
の
庭
園
整
備
」
の
三
つ

の
段
階
で
お
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
１
） 

庭
園
の
立
地

清
澄
庭
園
は
ど
ん
な
場
所
に
あ

る
の
か
。
江
戸
時
代
末
期
、
安
政

時
代
の
御
江
戸
絵
図
（
図
１
）
に

は
小
名
木
川
と
仙
台
堀
川
の
間
に

『
久
世
ヤ
マ
ト
』
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
下
総
関
宿
藩
主
久
世
大
和
守

の
下
屋
敷
で
す
。
久
世
家
は
江
戸

時
代
の
前
期
に
は
、
老
中
を
つ
と

め
た
幕
臣
で
す
。
そ
の
辺
り
が
今

の
清
澄
庭
園
で
す
。

そ
の
東
方
に
、
一
橋
家
が
10
万

坪
の
土
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
場
所
を
上
か
ら
み
た
景
色
を
歌
川

広
重
が
「
深
川
洲
崎
十
万
坪
（
註
１
）」

（
図
２
）
と
い
う
版
画
に
描
い
て
い

ま
す
。
広
重
は
、
10
代
で
父
の
跡

を
継
い
で
定
火
消
し
に
な
り
ま
し

た
。
火
の
見
や
ぐ
ら
に
上
り
、
高

い
所
か
ら
見
る
の
が
得
意
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
高
い
所
か
ら
描

く
絵
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
絵
の
出
版
は

1
8
5
7
（
安
政
４
）
年
で
す
か
ら
、
明

治
維
新
（
1
8
6
7
年
）
の
10
年
前
で
す
。

岩
崎
彌
太
郎
が
こ
の
土
地
を
購
入
し
、
庭

園
を
つ
く
り
始
め
た
の
が
1
8
7
8
（
明

治
11
）
年
で
す
か
ら
、
こ
の
浮
世
絵
か
ら

お
よ
そ
20
年
後
で
す
。
こ
の
頃
の
深
川
洲

崎
10
万
坪
の
辺
り
は
デ
ル
タ
地
帯
で
、
ほ

と
ん
ど
が
湿
地
で
す
ご
く
じ
め
じ
め
し
た

場
所
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
庭
園

よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
こ
の
場
所
に
価
値

の
あ
る
庭
園
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い

の
で
す
。
む
し
ろ
、
岩
崎
家
が
す
ご
い
庭

園
を
つ
く
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
考
え
る

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
2
） 

深
川
親
睦
園
の
成
立

土
佐
藩
の
下
級
武
士
だ
っ
た
彌
太
郎

は
、
と
て
も
頭
の
良
い
人
で
し
た
。
明
治

の
初
め
に
、
土

佐
藩
は
船
を
３

隻
持
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
藩
に

は
お
金
が
な
い

ど
こ
ろ
か
、
藩
そ

の
も
の
が
維
持

で
き
な
い
と
い

う
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
彌
太

郎
が
そ
の
船
を

安
く
買
い
と
り
、

海
運
業
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
、
目
を
付

け
た
の
は
郵
便
事
業
で
す
。
船
会
社
を
起

こ
し
郵
便
を
運
び
始
め
た
の
で
す
。
今
の

日
本
郵
船
株
式
会
社
（
日
本
郵
船
）
で
す
。

日
本
郵
船
は
今
で
は
扱
っ
て
い
る
貨
物
量

が
世
界
で
２
番
目
に
多
い
巨
大
な
船
会
社

で
す
が
、
最
初
は
土
佐
藩
の
船
を
買
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

明
治
政
府
は
、
1
8
7
4
（
明
治
７
）

年
に
台
湾
に
出
兵
し
ま
す
。
そ
の
際
、
兵

や
物
資
を
運
ぶ
船
は
す
べ
て
彌
太
郎
の
持

ち
船
で
し
た
。
1
8
7
7
（
明
治
10
）
年

西
南
戦
争
の
際
に
は
、
す
で
に
70
隻
く
ら

い
船
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
全
部

使
っ
て
、
軍
需
物
資
を
鹿
児
島
に
運
ん
だ

の
で
す
。
も
の
す
ご
い
お
金
が
入
っ
た
彌

太
郎
は
、
1
8
7
8
（
明
治
11
）
年
、
こ

こ
深
川
の
土
地
、
上
野
と
本
郷
の
間
に
あ

る
岩
崎
家
本
邸
の
土
地
と
駒
込
の
六
義
園

を
一
度
に
購
入
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
清
澄
で
庭
園
づ
く
り
を

始
め
た
の
で
す
。
当
時
の
町
は
水
路
が
道

路
の
よ
う
に
通
っ
て
お
り
、
物
を
運
ぶ
の

は
す
べ
て
船
で
し
た
。
そ
の
水
路
と
自
社

の
船
を
使
っ
て
大
量
の
石
を
搬
入
し
、
隅

田
川
か
ら
仙
台
堀
川
を
通
じ
て
水
を
取
り

込
み
潮
入
の
池
を
中
心
と
し
た
回
遊
式
庭

園
に
し
ま
し
た
。
当
時
こ
の
辺
り
は
隅
田

川
の
河
口
近
く
で
し
た
の
で
、
潮
の
干
満

の
差
を
利
用
し
て
潮
入
の
池
が
で
き
た
の

で
す
。
2
年
後
の
1
8
8
0
（
明
治
13
）

年
に
ほ
ぼ
で
き
上
が
り
、こ
の
頃
、「
親
睦
」

と
い
う
今
で
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
よ
う
な
言
葉
が
流
行
っ
て
い
た
の

で
、『
深
川
親
睦
園
』
と
い
う
名
前
に
し

ま
し
た
。
1
8
8
5
（
明
治
18
）
年
、
彌

太
郎
は
50
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
考
え

て
み
る
と
、
猛
烈
に
大
金
持
ち
に
な
っ
た

の
は
30
代
、
こ
の
土
地
を
買
っ
た
の
は
40

歳
く
ら
い
で
す
。
す
ご
い
人
で
す
。

1
8
8
6
（
明
治
19
）
年
に
弟
の
彌
之

助
が
跡
を
継
い
で
、
日
本
館
を
柏
木
貨
一

郎
、
西
洋
館
を
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル

の
設
計
で
建
て
ま
し
た
。
コ
ン
ド
ル
は
、

明
治
の
初
め
に
、
日
本
政
府
に
招
聘
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
で
す
。
当
時
の
工

部
大
学
校
の
造
家
学
科
（
現
在
の
東
京
大

学
工
学
部
建
築
学
科
）の
教
授
に
な
っ
て
、

日
本
に
西
洋
近
代
の
建
築
学
を
広
め
ま
し

た
。
清
澄
庭
園
の
西
洋
館
は
、
コ
ン
ド
ル

が
民
間
人
の
た
め
に
造
っ
た
最
初
の
建
物

で
す
。
大
変
立
派
な
も
の
が
で
き
て
い
た

は
ず
で
す
。
ど
ち
ら
も
1
8
9
0
（
明

治
23
）
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

年
代
を
追
っ
て
実
測
図
を
見
る
と
、
日

本
館
の
あ
る
東
側
は
、
建
物
以
外
は
現
在

と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
西
洋
館

や
温
室
が
あ
っ
た
西
側
は
、
今
は
あ
り
ま

せ
ん
。
門
か
ら
西
に
2
0
0
m
く
ら
い

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
隅
田
川
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
隅
田
川
か
ら
船
で
来

れ
た
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
実
測
図

に
は
そ
う
い
う
形
で
載
っ
て
い
ま
す
。

清
澄
庭
園
に
は
、
大
き
な
石
が
た
く
さ

ん
使
わ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
大
胆
な
造
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
館
の
前
に
は
、

巨
石
を
使
っ
た
沢
飛
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
潮
入
り
の
池
な
の
で
、
水
位
が
上
下

す
る
の
に
合
わ
せ
て
見
え
隠
れ
が
う
ま
く

で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
未
だ
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。
そ
の
続
き
の
小
松
石
の
飛

石
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
く
空
間
を
す

ご
く
重
視
し
て
い
て
、
飛
石
に
も
様
々
な

石
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
護

岸
に
は
大
き
な
石
が
立
っ
て
い
ま
す
。
本

来
、
護
岸
は
水
辺
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
こ

こ
で
は
造
形
的
に
美
し
く
見
せ
る
た
め
巨

石
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
、
岩
崎
家

図２　歌川広重「深川洲崎十万坪」

図 1　御江戸絵図（部分）　1859( 安政 6) 年
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が
つ
く
っ
た
庭
園
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

こ
の
庭
園
は
名
石
を
た
く
さ
ん
使
っ
て

い
ま
す
。
岩
崎
家
率
い
る
三
菱
の
船
会
社

は
、
こ
の
頃
、
日
本
の
大
き
な
船
の
7
、

8
割
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。で
す
か
ら
、

自
社
の
船
で
、
全
国
各
地
か
ら
庭
石
に
す

る
巨
石
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
赤

石
も
あ
れ
ば
青
石
も
あ
り
種
類
も
豊
富
で

す
。
そ
し
て
造
形
的
に
美
し
く
据
え
て
い

ま
す
。
彌
太
郎
と
彌
之
助
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

残
さ
れ
た
西
洋
館
の
写
真
を
見
る
と
、

池
に
面
し
た
建
物
と
そ
の
左
側
に
温
室
が

あ
り
ま
す
。
池
の
護
岸
は
巨
大
な
石
組
や

石
積
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
か
変
で

す
。
西
洋
館
に
は
日
本
庭
園
の
よ
う
な
石

組
は
合
わ
な
い
の
で
す
。
建
物
の
左
手
の

ほ
う
に
回
っ
た
所
が
玄
関
で
、
そ
ち
ら
が

西
洋
館
の
正
面
で
す
。
そ
の
前
面
は
、
敷

き
砂
利
と
緑
の
芝
生
地
に
よ
る
こ
の
頃
流

行
っ
た
芝
庭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
9
0
9
（
明
治
42
）
年
、
３
代
目
久
彌

が
イ
ギ
リ
ス
の
陸
軍
元
帥
の
キ
ッ
チ
ナ
ー

を
歓
待
す
る
た
め
に
涼
亭
を
つ
く
り
ま
し

た
。
保
岡
勝
也
の
設
計
で
す
。
大
正
記
念

館
か
ら
望
む
と
池
の
対
岸
に
あ
る
の
が
涼

亭
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
補
修
は
し
て
い
ま

す
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
3
） 

東
京
市
の
庭
園
整
備

1
9
2
0
（
大
正
９
）年
、久
彌
は
庭
園

の
南
東
、
涼
亭
の
裏
手
の
約
５
千
坪
の
土

地
に
児
童
遊
園
を
造
り
た
い
と
、
東
京
市

の
井
下
清
に
相
談
し
ま
し
た
。
翌
年
、「
清

澄
遊
園
」
と
い
う
名
で
地
域
に
開
放
し
て

い
ま
す
。テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

井
下
は
後
に
東
京
市
公
園
課
長
と
な
っ

た
、東
京
の
公
園
緑
地
の
生
み
の
親
で
す
。

岩
崎
家
は
、
こ
う
い
う
社
会
的
な
事

業
に
非
常
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
す
。

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
9
月
1
日
に
起

き
た
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
日
本
館
が
全

焼
し
、西
洋
館
も
一
部
を
残
し
て
焼
失
し
て
、

多
く
の
樹
木
も
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌

1
9
2
4
（
大
正
13
）
年
に
久
彌
は
、
被

害
が
少
な
か
っ
た
東
側
の
部
分
を

東
京
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
東
側
部

分
に
は
池
が
あ
り
、中
の
島
が
あ
り
、

磯
渡
り
が
あ
り
、
長
瀞
峡
と
呼
ば
れ

る
峡
谷
部
も
あ
り
ま
し
た
。
築
山
の

富
士
山
も
見
え
る
し
、
涼
亭
も
あ
り

ま
し
た
。

震
災
前
の
図
（
図
３
）
を
見
る

と
、
日
本
館
も
西
洋
館
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。
震
災
後
、
岩
崎
家
か

ら
寄
付
を
受
け
た
東
京
市
は
、
寄

付
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し

て
「
清
澄
庭
園
」
と
名
付
け
ま
し

た
。
清
澄
庭
園
の
名
は
、
こ
の

時
代
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
東
京
市
は
寄
付
を

受
け
た
東
側
部
分
を
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
庭
園
に
し
よ
う
と
、
４
年
間
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
工
事
を
し
ま
し

た
。
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
に
は
樹
木

の
植
栽
、
歩
道
の
整
備
、
庭
い
す
の
移

設
、
便
所
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
9
2
7
（
昭
和
２
）
年
に
は
傘
亭
（
註
２
）

を
新
設
し
ま
し
た
。

震
災
前
の
日
本
館
は
大
泉
水
に
迫
り
出

て
お
り
、
池
の
中
に
建
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
し
た
が
、
震
災
後
の
跡
地
は
広

場
の
よ
う
に
さ
れ
、
芝
生
に
園
路
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
館
の
跡
地
に
は
大
正
天

皇
の
葬
儀
に
際
し
使
用
さ
れ
た
葬
場
殿
を

移
築
し
、
大
正
天
皇
の
遺
徳
を
た
た
え
ま
し

た
。
前
面
に
芝
生
を
張
っ
た
芝
庭
と
し
て
い

ま
す
。
1
9
2
8
（
昭
和
３
）
年
に
葬
場
殿

を
大
正
記
念
館
と
名
付
け
て
、
市
民
の
集

会
場
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。日
本
館
は
、

岩
崎
家
の
迎
賓
施
設
と
し
て
、
あ
る
い
は
三

菱
の
社
員
た
ち
の
親
睦
の
た
め
に
と
い
っ

た
限
ら
れ
た
人
た
ち
に
使
わ
れ
た
建
物
で

し
た
が
、
こ
の
大
正
記
念
館
は
、
市
民
の
集

会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
す
。

同
年
の
終
わ
り
頃
、
清
澄
庭
園
は
ほ
ぼ

完
成
し
ま
し
た
。
翌
1
9
2
9（
昭
和
４
）

年
に
、
清
澄
庭
園
の
由
来
、
特
に
岩
崎
家

か
ら
寄
付
を
受
け
た
こ
と
を
書
い
た
石
碑

が
設
置
さ
れ
、
1
9
3
2
（
昭
和
７
）
年

に
正
式
に
開
園
し
て
い
ま
す
。

大
正
記
念
館
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た
清

澄
庭
園
の
主
景
を
な
す
建
物
と
さ
れ
、
大

正
記
念
館
か
ら
の
景
色
を
正
面
に
し
、
こ

こ
か
ら
見
え
る
庭
園
全
体
の
パ
ノ
ラ
マ
の

景
色
、
景
観
を
一
番
大
事
な
ス
ポ
ッ
ト
だ

と
東
京
市
は
考
え
た
の
で
す
。

昭
和
初
期
の
清
澄
庭
園
と
そ
の
周
辺

は
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状

態
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
西

洋
館
が
建
っ
て
い
た
辺
り
に
は
震
災
前
よ

り
も
は
る
か
に
大
き
な
池
を
掘
っ
て
、
貯

木
場
に
し
て
清
澄
製
材
所
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
こ
は
深
川
の
木
場
と
近
か
っ
た

の
で
、
岩
崎
家
は
、
震
災
後
、
仙
台
堀
川

か
ら
木
材
を
運
び
入
れ
て
、
こ
こ
で
製
材

し
て
復
興
に
役
立
て
る
事
業
を
展
開
し
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
場
所
は
清
澄
公
園
に

な
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
大
正
記
念
館
は
、1
9
4
5（
昭

和
20
）
年
２
月
25
日
の
空
襲
で
焼
失
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
1
9
5
3
（
昭
和
28
）

年
に
貞
明
皇
后
（
大
正
天
皇
の
皇
后
）
の

葬
場
殿
を
移
築
し
て
再
建
さ
れ
た
の
が
現

在
の
大
正
記
念
館
で
す
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
の
清
澄
庭
園

の
図
面
（
図
５
）
を
見
る
と
、
南
東
部
の

児
童
遊
園
の
ほ
か
、
東
側
の
道
路
沿
い
に

２
階
建
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
店
舗
併
用

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
初
期
の
建
物
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
岩
崎

家
が
、
庭
園
を
管
理
す

る
の
に
は
お
金
が
要
る

で
し
ょ
う
か
ら
と
、
こ

こ
か
ら
上
が
っ
て
く
る

家
賃
を
使
っ
て
こ
の
庭

園
を
管
理
す
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
、
庭
園

部
分
と
一
緒
に
寄
付
し

て
く
れ
た
の
で
す
。
き

ち
ん
と
そ
こ
ま
で
考

え
て
く
れ
た
の
は
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
東
京

市
か
ら
東
京
都
に
移
っ
て
か
ら
、
東
京
都
は

そ
れ
を
土
地
ご
と
売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
あ
り
が
た
さ
が
全
然
、
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

２ 

文
化
財
庭
園
と
し
て
の
価
値

（
1
） 

文
化
財
の
歴
史
的
価
値

つ
ぎ
は
、
清
澄
庭
園
の
文
化
財
庭
園
と
し

て
の
価
値
の
話
で
す
。
清
澄
庭
園
を
国
指
定

の
名
勝
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

を
、
今
、
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
庭
園
は
ど
う
し
た
ら
、
ど
う
い
う
理
由

で
文
化
財
庭
園
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

文
化
財
庭
園
に
は
、
一
般
的
に
、
美
的
・

芸
術
的
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。
要
は
見
て
美

し
い
と
い
う
審
美
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
歴
史
的
・
文
化

的
な
価
値
で
す
。
要
は
文
化
財
と
し
て
の
普

遍
性
、
真
実
性
で
、
い
わ
ば
本
物
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。そ
れ
に
は
時
間
が
経
過
し
て
、

そ
の
中
で
価
値
が
定
着
す
る
こ
と
が
大
事

で
、
あ
ま
り
短
命
に
終
わ
っ
た
も
の
に
価

値
を
見
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
文
化
財
の

分
野
で
は
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
間
と
は
、
通
常
、
50
年
と
い
う
の

が
世
界
の
標
準
で
す
。

文
化
財
を
考
え
る
と
き
に
は
、
歴
史
性

が
非
常
に
大
事
で
す
。
建
物
や
庭
園
を
最

初
か
ら
文
化
財
に
し
よ
う
と
思
っ
て
つ
く

る
人
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
後
々
の
時

代
に
な
っ
て
残
す
べ
き
価
値
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
文
化
財
に
し
よ

う
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ
、
文
化
財
と
な

る
の
で
す
。

例
え
ば
、
目
黒
区
駒
場
公
園
内
の
旧
前

田
侯
爵
邸
で
す
。
前
田
家
は
、
江
戸
時
代

で
最
も
大
き
な
大
名
の
加
賀
藩
の
藩
主
で

し
た
。
加
賀
百
万
石
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

お
隣
の
富
山
藩
や
能
登
も
実
は
加
賀
藩
の

支
藩
で
す
か
ら
、
百
万
石
ど
こ
ろ
か
、
は

る
か
に
す
ご
い
大
金
持
ち
で
し
た
。現
在
、

本
郷
の
東
京
大
学
の
敷
地
一
帯
は
、
す
べ

て
前
田
家
の
上
屋
敷
だ
っ
た
の
で
す
。

1
8
7
1
（
明
治
４
）
年
に
こ
の
上
屋

敷
の
大
半
が
文
部
省
用
地
と
な
り
、
東
京

大
学
の
建
設
が
進
行
す
る
中
で
、
前
田
家

は
そ
の
南
西
の
一
角
に
屋
敷
を
構
え
て
い

ま
し
た
が
そ
の
後
、
東
京
大
学
の
敷
地
拡

張
を
機
に
大
学
と
前
田
家
で
土
地
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
田
家
は
駒
場
の
土
地

（
約
４
万
坪
）
を
提
供
さ
れ
、
そ
こ
に
新

た
な
本
拠
地
を
移
し
ま
し
た
。

前
田
家
は
、
駒
場
の
地
に
洋
館
と
和

館
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
庭
園
を
つ
く
り

ま
す
。
現
在
、
お
そ
ら
く
全
国
ど
こ
を

見
て
も
、
洋
館
と
和
館
の
建
物
と
庭
園

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
駒
場
の
旧
前
田

侯
爵
邸
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
洋
館
は
、

1
9
3
0
（
昭
和
５
）
年
に
竣
工
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
異
な
る
大
理
石

の
暖
炉
が
あ
る
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
。

前
田
家
は
文
化
財
に
し
よ
う
と
思
っ
て
建

て
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
50
年
以

上
経
っ
た
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
に
、

名
称
「
旧
前
田
家
本
邸
」
と
し
て
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
） 

文
化
の
存
在
と
真
実
性

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
文
化
財
の
指

定
に
は
、
文
化
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

図３　深川邸実測図　1922（大正 11）年～ 1923（大正 12）年　（静嘉堂文庫所蔵）図 5　清澄庭園平面図　2018 年測量（東京都建設局）

図４　昭和初期の清澄庭園とその周辺（東京公園文庫 18 より）
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で
す
。あ
る
時
代
に
あ
る
文
化
が
存
在
し
、

そ
の
文
化
が
多
く
の
形
あ
る
も
の
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
の
初
期
に
桃
山
文
化
が
あ
り
ま

し
た
が
、
あ
る
時
代
に
あ
る
文
化
が
存
在

し
、
そ
の
中
の
傑
出
し
た
も
の
が
、
そ
の

文
化
を
伝
え
る
文
化
財
だ
と
考
え
ま
す
。

国
分
寺
市
の
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
（
随ず

い

冝ぎ

園え
ん

）
は
ど
う
し
て
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の

初
め
に
、
東
京
の
郊
外
に
別
荘
地
の
流
行

が
あ
り
ま
し
た
。
中
央
線
沿
線
の
小
金

井
、
国
分
寺
か
ら
、
立
川
、
日
野
辺
り
ま

で
、か
な
り
多
く
の
別
荘
が
建
ち
ま
し
た
。

京
王
線
や
小
田
急
線
の
沿
線
も
同
様
で
し

た
。
そ
れ
ら
の
別
荘
に
は
、
地
形
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
武
蔵
野
台
地
の
台
地
面
と

そ
の
下
の
低
地
面
の
間
に
落
差
が
あ
り
、

台
地
の
端
か
ら
富
士
山
が
よ
く
望
め
、
下

に
湧
き
水
が
出
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場

所
に
多
く
の
別
荘
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
別
荘
地
の
中
で
最
も
優
れ

た
も
の
を
文
化
財
に
指
定
し
よ
う
と
選
ば

れ
た
の
が
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
な
の
で
す
。
こ

こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
別
荘
文
化
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
近
代
の
財
閥
の
邸
宅
の
庭
園
文
化
で
も

あ
っ
た
の
で
、
旧
古
河
氏
邸
庭
園
や
旧
岩

崎
家
住
宅
、
旧
前
田
家
本
邸
な
ど
の
建
物

を
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
り
、
庭
園
を

名
勝
に
指
定
し
た
り
す
る
の
も
、
文
化
の

存
在
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
真
実
性
も
大
事
で
す
。

形
が
あ
る
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。
徳
川
頼
房
と
光
圀
は
、
水
戸

徳
川
家
の
初
代
と
２
代
目
の
藩
主
で
す
。

彼
ら
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
彼

ら
が
残
し
た
小
石
川
後
楽
園
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
形
が
本
物
か
ど

う
か
が
大
事
な
の
で
す
。
そ
の
真
実
性
、

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
ー
が
、
文
化
財
の

保
護
の
問
題
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
文
化
財
の
修
復
事
業

を
す
る
と
き
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
よ
い
の
か
と
か
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が

当
時
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
、
常
に

議
論
し
て
い
ま
す
。

奈
良
の
平
城
宮
跡
に
は
８
年
前
に
大
極

殿
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
平
城
宮
跡

は
元
々
湿
地
だ
っ
た
の
で
、
平
城
宮
が
な

く
な
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
何
も
な
く
田
ん

ぼ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
城

遷
都
1
3
0
0
年
記
念
で
2
0
1
0（
平

成
22
）
年
に
記
念
建
物
と
し
て
大
極
殿
を

つ
く
り
ま
し
た
。
あ
の
建
物
の
柱
の
下
に

昔
の
礎
石
が
あ
り
、そ
れ
だ
け
が
本
物
で
、

建
物
自
体
は
本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
奈
良
に
は
転
害
門
な
ど
の
平
城
京
の

時
代
の
建
物
が
あ
る
の
で
、
建
築
様
式
を

そ
こ
か
ら
類
推
し
て
つ
く
っ
た
も
の
な
の

で
す
。
今
は
本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
は
1
0
0
年
も
経
つ
と
、
多
分
、

重
要
文
化
財
に
な
る
で
し
ょ
う
。
平
城
遷

都
1
3
0
0
年
記
念
と
い
う
歴
史
的
な

い
わ
れ
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
文
化
財
に

な
り
ま
す
か
ら
、
大
事
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
も
の
で
す
。

本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
重
要
文
化
財

に
な
っ
た
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。
京

都
の
平
安
神
宮
は
、
1
8
9
5
（
明
治

28
）
年
に
平
安
遷
都
1
1
0
0
年
記
念

で
、
応
天
門
と
大
極
殿
を
実
物
の
８
分
の

５
の
大
き
さ
で
造
っ
て
神
宮
に
し
て
、
平

安
遷
都
を
し
た
桓
武
天
皇
を
祭
神
に
し
た

も
の
で
す
。
模
型
と
い
う
か
、
縮
小
版
で

す
。
京
都
の
人
た
ち
は
、
明
治
天
皇
が
東

京
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
寂
し
く
て
し
よ

う
が
な
か
っ
た
の
で
、
お
金
を
出
し
合
っ

て
、
こ
れ
を
造
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
大
極
殿
の
本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

1
0
0
年
以
上
経
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

2
0
1
0
（
平
成
22
）
年
、「
意
匠
的
に

す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
」「
歴
史
的
価
値
の

高
い
も
の
」
と
評
価
さ
れ
、
重
要
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
） 
名
勝
と
し
て
の
価
値

清
澄
庭
園
の
名
勝
と
し
て
の
価
値
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
す
。地
割・意
匠
の
視
点
、

歴
史
・
文
化
の
視
点
、
鑑
賞
・
観
賞
と
い

う
視
点
で
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
割
・
意
匠
の
視
点

清
澄
庭
園
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら

最
初
に
つ
く
ら
れ
た
大
規
模
な
庭
園
で
あ

り
、
大
泉
水
を
中
央
に
配
し
た
大
名
庭
園

に
類
す
る
庭
園
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
地

割
は
大
名
庭
園
の
よ
う
に
各
所
に
各
地
の

景
勝
地
を
置
く
も
の
で
は
な
く
、
庭
園
全

体
と
し
て
大
き
な
風
景
を
つ
く
り
出
す
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

地
割
の
上
に
、
大
胆
な
意
匠
で
庭
園
の
各

部
の
景
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の

特
徴
は
、
大
胆
な
護
岸
の
岩
組
、
飛
石
、

枯
滝
の
石
組
、
富
士
山
の
ふ
も
と
の
立
石

な
ど
、
巨
石
と
名
石
を
非
常
に
多
く
使
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
新
し
い
日
本
庭
園
だ
と
い
え
ま
す
。

歴
史
・
文
化
の
視
点

文
化
財
は
、
50
年
く
ら
い
経
た
な
い
と

評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

が
、
清
澄
庭
園
は
1
8
7
8
（
明
治
11
）

年
に
土
地
を
取
得
し
て
作
庭
を
開
始
し
、

形
が
完
成
す
る
の
は
、
彌
之
助
の
時
代
に

な
っ
た
1
8
9
1
（
明
治
24
）
年
に
２

つ
の
建
物
が
完
成
し
た
と
き
で
す
。
土
地

取
得
か
ら
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
の

関
東
大
震
災
ま
で
の
45
年
間
は
、岩
崎
家
・

三
菱
の
「
深
川
親
睦
園
」
の
時
代
で
す
。

そ
の
後
、
東
京
市
に
渡
っ
て
か
ら
庭
園

が
復
興
整
備
さ
れ
、「
清
澄
庭
園
」
と
し

て
開
園
し
た
の
が
1
9
3
2
（
昭
和
７
）

年
で
す
か
ら
、
今
日
ま
で
90
年
経
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、私
た
ち
は
こ
の
庭
を「
清

澄
庭
園
」
と
し
て
90
年
間
ず
っ
と
見
て
き

た
わ
け
で
す
。

鑑
賞
・
観
賞
の
視
点

　

鑑
賞
・
観
賞
の
視
点
で
の
価
値
を
考
え

て
み
ま
す
。
震
災
の
直
前
に
、
日
本
建
築

学
会
が
設
立
25
周
年
記
念
で
深
川
邸
（
深

川
親
睦
園
）
を
見
に
来
て
い
ま
す
。
そ
の

と
き
の
順
路
は
、
池
の
ほ
と
り
を
ず
っ
と

回
っ
て
い
ま
す
。
日
本
館
を
回
っ
て
、
そ

し
て
最
後
に
西
洋
館
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
庭
園
は
い
か
に
池
を
巡
っ
て
景
色
を

見
る
こ
と
が
大
事
か
と
い
う
こ
と
が
、
よ

く
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
回
遊
式
の
庭

園
で
す
。

版
画
家
の
川
瀬
巴
水
が
1
9
2
0
（
大

正
９
）
年
に
清
澄
庭
園
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
久
彌
が
招
待
客
へ
の
お
土
産
用

に
描
か
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
三

菱
深
川
別
邸
の
図
』
は
十
数
枚
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
西
洋
館
が
描
か
れ
て
い
る
の
は

「
洋
館
よ
り
庭
園
を
望
む
（
図
６
）」
の
１

枚
だ
け
で
す
。
唯
一
、
西
洋
館
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
庭
園
の
風
景
と
し
て

は
少
し
異
質
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
は

す
べ
て
日
本
館
を
中
心
に
し
た
東
側
の
庭

園
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
松
の
池
畔
の

涼
亭
（
図
７
）」
は
涼
亭
や
島
が
あ
り
、

手
前
に
ア
カ
マ
ツ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
辺
の
景
色
は
、
今
と
全
く
同
じ
で

す
。
ア
カ
マ
ツ
が
ク
ロ
マ
ツ
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。こ
れ
は
多
分
、

大
気
汚
染
に
ア
カ
マ
ツ
が
非
常
に
弱
く
、

そ
の
後
枯
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
強
い
ク

ロ
マ
ツ
を
植
え
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。「
月
夜
（
大
泉
水
）」
で
は
、
奥
に
月

下
の
富
士
山
、
池
に
は
月
が
映
っ
て
い
ま

す
。「
池
畔
客
室
の
雪
」
は
、
池
に
せ
り

出
す
日
本
館
と
そ
の
前
の
沢
飛
石
の
構
図

で
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
は
建
物
以
外
す
べ

て
残
っ
て
い
ま
す
。
川
瀬
巴
水
が
描
い
た

の
は
、
東
側
部
分
の
庭
園
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
庭
園
の
鑑
賞
上
の
価
値

が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
の
三
つ
の
視
点
か
ら
み
て
、
清
澄

庭
園
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
ま
と
め

る
と
、
規
模
と
い
い
、
地
割
と
い
い
、
意

匠
と
い
い
、
最
も
優
れ
た
近
代
の
日
本
庭

園
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
市
が
庭
園
の
寄
付
を
受
け
て
か

ら
、
こ
れ
を
独
立
し
た
庭
園
に
し
よ
う

と
、
大
正
記
念
館
を
建
て
て
、
そ
こ
か
ら

の
パ
ノ
ラ
マ
を
主
景
に
し
た
庭
園
と
し
ま

し
た
。
東
京
市
が
つ
く
っ
た
初
め
て
の
公

共
庭
園
で
す
。
そ
れ
が
90
年
間
続
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
清
澄
庭
園
の
文
化
財

と
し
て
の
価
値
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

３ 

文
化
財
庭
園
の
保
存
と
樹
木
の
成
長

最
後
に
、
文
化
財
庭
園
の
保
存
と
樹
木

の
成
長
と
い
う
お
話
を
し
ま
す
。
庭
園
の

景
観
を
つ
く
る
材
料
に
は
、
土
と
水
と
石

と
木
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
樹
木
は
生

き
た
景
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
が
、
一
方

で
は
成
長
し
た
り
枯
れ
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
と
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う
の
が
、
文

化
財
庭
園
を
考
え
る
と
き
に
常
に
悩
ま
し

い
問
題
で
す
。
樹
木
は
文
化
財
庭
園
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
悪
さ
を
す
る
か
と
い

う
の
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

樹
木
が
成
長
す
る
と
、
景
観
が
変
化
し

た
り
損
傷
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
歴
史

性
や
真
実
性
か
ら
考
え
る
と
、
歴
史
的
に

存
在
し
な
い
樹
木
は
す
ご
く
多
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
樹
木
が
成
長
し
根
や
幹
や
枝
が

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
と
、
建
物
や
園
路

を
壊
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
樹
木

を
覆
っ
て
生
育
を
抑
え
る
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
成
長
を
何
と
か
し
よ
う

図６　川瀬巴水「三菱深川別邸の図　
　　   洋館より庭園を望む」（原徳三氏提供）

図７　川瀬巴水「三菱深川別邸の図　松の池畔の涼亭」（原徳三氏提供）

図８　大正記念館から富士山を望む（2018.3.30）



−   8−−   9− G S J  N e w s  N o . 1 0 5   2 0 2 1 . 7 . 1 5G S J  N e w s  N o . 1 0 5   2 0 2 1 . 7 . 1 5

と
す
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
技
術
が
伴

わ
な
い
の
で
、文
化
財
庭
園
の
保
護
に
と
っ

て
実
は
樹
木
の
問
題
は
す
ご
く
大
き
い
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
関
係
者
は

な
か
な
か
着
目
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

清
澄
庭
園
で
は
、
ク
ス
ノ
キ
が
多
く
て

ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
態
だ
と
い
う
の
が

私
の
感
想
で
す
。
外
来
植
物
の
ト
ウ
ネ
ズ

ミ
モ
チ
が
5
0
0
本
も
あ
り
、
全
部
伐

採
し
た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
も

い
き
ま
せ
ん
。
大
正
記
念
館
か
ら
の
景

色
（
図
８
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。
正
面
に

見
え
る
富
士
山
が
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
木
は
み
な
ク
ス
ノ
キ
で
す
。
標

高
3
7
7
6
m
の
富
士
山
の
奥
に
樹
高

7
0
0
0
ⅿ
く
ら
い
の
樹
木
が
そ
び
え
て

い
る
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ
ん
。

樹
木
は
勝
手
に
侵
入
し
て
き
て
成
長
す

る
の
で
す
。
ク
ス
ノ
キ
や
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ

チ
は
種
子
が
大
量
に
供
給
さ
れ
、
勝
手
に

増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
格
段
に
成
長

が
早
く
、
庭
園
に
と
っ
て
は
や
っ
か
い
な

樹
木
で
す
。
さ
ら
に
日
照
を
め
ぐ
る
競
争

で
も
断
然
強
い
の
で
、
非
常
に
困
っ
て
い

ま
す
。
剪
定
の
技
術
が
追
い
付
か
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

小
石
川
後
楽
園
の
樹
木
の
成
長
を
示
す

グ
ラ
フ
（
図
９
）
が
あ
り
ま
す
。
胸
高
の

地
上
１
ｍ
30
cm
で
、
幹
周
を
測
り
、
年

間
に
ど
の
く
ら
い
伸
び
る
か
を
記
録
し
た

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
に
し
て
い
ま
す
。
常
緑

樹
の
１
番
は
、断
ト
ツ
で
ク
ス
ノ
キ
で
す
。

日
当
た
り
の
良
い
所
だ
と
年
間
６
cm
く
ら

い
、
す
ご
い
勢
い
で
太
く
な
り
ま
す
。
２

番
目
が
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
で
す
。
ず
っ
と

下
が
っ
て
シ
ラ
カ
シ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
も

比
較
的
成
長
の
早
い
樹
木
で
す
。
従
来
の

庭
木
で
は
な
い
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
と
ク
ス

ノ
キ
は
、
圧
倒
的
な
勢
い
で
伸
び
ま
す
の

で
、庭
園
に
植
え
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

落
葉
樹
で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
と
ケ
ヤ
キ
の
成
長
が
目
立
ち
ま

す
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

い
っ
た
サ
ク
ラ
類
や
ケ
ヤ
キ
は
庭
園
に
植

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
樹
木
は

庭
園
に
と
っ
て
は
も
の
す
ご
く
破
壊
的
な

成
長
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

大
正
記
念
館
か
ら
正
面
に
望
む
富
士
山

の
右
下
に
切
り
株
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

ク
ス
ノ
キ
の
切
り
株
で
す
。
最
近
、
倒
れ

た
た
め
切
っ
た
の
で
す
が
、
根
元
を
測
っ

た
と
こ
ろ
直
径
が
１
ｍ
２
cm
あ
り
ま
し

た
。
真
ん
中
に
15
cm
く
ら
い
の
穴
が
開
い

て
い
て
、そ
の
周
り
の
年
輪
を
数
え
た
ら
、

樹
齢
73
年
く
ら
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
今

年
は
2
0
1
8（
平
成
30
）年
で
す
か
ら
、

73
年
前
と
い
う
と
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
で
す
。
東
京
大
空
襲
の
際
に
焼
け
て
、

そ
の
後
に
芽
吹
き
再
び
伸
び
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
わ
ず
か
70
年
く
ら
い
の
間
で
、
も

の
す
ご
い
巨
木
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
樹
木
の
成
長
は
恐
ろ
し
い
で
す
。

エ
ノ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ミ
ズ
キ
も
す
ご

く
成
長
の
早
い
落
葉
樹
で
す
。
こ
れ
ら
の

樹
木
は
鳥
が
種
子
を
運
ん
で
自
然
に
生
え

て
き
た
も
の
で
す
。
油
断
し
て
い
る
と
、

こ
う
い
う
樹
木
で
庭
園
が
覆
わ
れ
尽
く
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
樹

木
は
自
然
に
侵
入
し
て
く
る
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
文
化
財
庭
園
の
破
壊
者
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

樹
木
の
伐
採
、
伐
根
を
考
え
る
と
き

に
、
大
事
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

文
化
財
保
護
法
で
現
状
変
更
に
相
当
す
る

の
で
、
木
は
と
て
も
伐
り
に
く
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
管
理

技
術
や
施
工
技
術
で
考
え
ま
す
と
、
木
を

伐
る
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
が
あ
ま
り
い

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
て
、
特
に
大
き

な
木
を
伐
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
。
た
だ
、
何
と
か
し
な
い
こ
と
に

は
、
庭
園
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
態
に

な
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
の
で
す
。
緑

豊
か
っ
て
い
い
ね
、
な
ん
て
言
っ
て
い
ら

れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
園
は
樹
木
な
ど
植
物
を
観
賞
す
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
忘
れ
て
も
、
美

し
さ
に
引
か
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
実

を
知
ら
な
く
て
も
観
賞
で
き
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
庭
園
の
少
し
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
例
え
ば
、
六
義
園
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

が
い
い
よ
ね
、
な
ん
て
平
気
で
言
っ
て
し

ま
う
。
六
義
園
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
植
え

ら
れ
た
の
は
、
つ
い
最
近
で
す
。
元
々
あ

そ
こ
は
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
あ
る
よ
う
な

場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

六
義
園
が
何
た
る
か
を
知
ら
な
く
て
も
、

六
義
園
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
み
ん
な
が
見

に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
考
え
て
み
る
と
何
か
変
な
も
の
だ
な

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
、
事

態
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

庭
園
の
管
理
の
課
題
を
考
え
る
と
き

に
、
大
事
な
の
は
真
実
性
の
確
保
と
い
う

こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は

な
か
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
た
だ
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
と
か
、
あ
る
い
は

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
考
え

た
と
き
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ

と
が
、
文
化
財
庭
園
と
し
て
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

樹
木
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
木

は
全
部
伐
採
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

樹
木
が
大
き
く
な
る
と
庭
園
が
狭
く
感
じ

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
多

く
の
庭
園
で
は
、
周
り
の
ビ
ル
群
が
庭
園

内
か
ら
見
え
る
の
で
、
目
隠
し
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
樹
木
は
、
な
る
べ
く
残
す
し

か
な
い
と
い
う
気
も
し
て
い
ま
す
。

清
澄
庭
園
の
富
士
山
に
つ
い
て
は
、
両

側
の
稜
線
に
か
か
っ
て
い
る
樹
木
、
多
く

は
ク
ス
ノ
キ
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
伐

採
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
少
し
間
を

空
け
る
と
、
山
が
山
ら
し
く
見
え
る
の
で

す
。
後
ろ
の
緑
が
壁
に
な
っ
て
、
手
前
が

富
士
山
と
し
て
浮
き
立
っ
て
く
る
わ
け
で

す
か
ら
、そ
う
考
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

風
景
が
そ
れ
と
し
て
き
ち
ん
と
見
え
る
よ

う
な
形
で
手
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

庭
園
に
は
新
た
な
価
値
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
よ
く
言
わ

れ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
で
す
。
ま
た
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
対
し
て
、
日
本
文

化
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
文
化

交
流
の
面
も
あ
り
ま
す
。
先
日
、
雨
の
日

に
写
真
を
撮
り
に
来
ま
し
た
ら
、
池
に
た

く
さ
ん
の
カ
モ
が
い
ま
し
た
。
最
近
の
清

澄
庭
園
は
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
が
多
い

の
で
す
。
今
や
清
澄
庭
園
と
い
え
ば
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
だ
と
言
う
人
が
い
る
く

ら
い
で
す
。
こ
れ
も
庭
園
の
持
つ
大
事
な

要
素
で
す
。
特
に
東
京
の
よ
う
な
都
市
化

さ
れ
た
所
に
は
、
ほ
と
ん
ど
自
然
が
な
い

で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
野
鳥
が
見
ら
れ
る
こ

と
自
体
が
、
重
要
な
価
値
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
文
化
財
庭
園
を
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
の
は
、

大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
き
な
課
題
と
し
て
、
管
理
技

術
の
問
題
と
そ
れ
を
担
う
人
材
が
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
管
理
技
術
を
有
す
る
庭
師
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
伝
統
技
能
が
継

承
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
機
材
・
道
具
、
植
木
や
石
材
の
課

題
も
あ
り
ま
す
。
特
に
石
材
に
関
し
て
は

本
当
に
資
材
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
、
都

内
の
名
勝
庭
園
で
、
池
の
護
岸
に
玉
石
を

入
れ
る
際
に
、
材
料
確
認
を
し
ま
し
た
。

そ
の
袋
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
か

と
い
う
と
、
実
は
、
日
本
産
が
手
に
入
ら

な
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
が
各
地

で
見
ら
れ
て
い
る
中
、
新
し
い
技
術
や
材

料
で
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
こ

と
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
文
化
財

庭
園
に
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

本
日
、
私
が
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
の

は
、
清
澄
庭
園
は
国
指
定
の
名
勝
に
す
べ

き
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で

指
定
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
、
庭
園
の

面
積
が
当
初
の
半
分
し
か
な
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
当
初

の
庭
園
は
三
菱
の
「
深
川
親
睦
園
」
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
40
年
あ
ま
り
で
震
災
で

建
物
な
ど
は
消
失
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

被
害
が
少
な
か
っ
た
東
側
部
分
が
東
京
市

に
寄
付
さ
れ
、
東
京
市
は
こ
の
部
分
を
一

つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
庭
園
と
し
て
整
備

し
、「
清
澄
庭
園
」
と
名
付
け
て
90
年
近

い
年
月
が
経
っ
て
い
ま
す
。「
清
澄
庭
園
」

は
東
京
市
が
「
深
川
親
睦
園
」
の
遺
構
を

も
と
に
し
て
、
新
た
に
整
備
し
た
公
共
庭

園
で
す
。
日
本
館
に
か
わ
る
大
正
記
念
館

は
、
池
と
の
間
を
幅
広
く
芝
庭
に
し
て
こ

こ
か
ら
見
え
る
庭
園
全
体
の
パ
ノ
ラ
マ
景

を
主
景
に
し
て
い
ま
す
。
園
は
回
遊
式
庭

園
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
も
ち
、「
深
川

親
睦
園
」
の
遺
構
を
受
け
継
い
だ
巨
石
・

名
石
か
ら
成
る
庭
園
と
し
て
存
続
し
て
お

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
完
結
し
た
庭

園
で
あ
り
、
そ
の
地
割
と
意
匠
は
比
類
な

い
も
の
と
言
え
る
の
で
す
。
国
の
名
勝
に

ふ
さ
わ
し
い
庭
園
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

す
ご
く
良
い
庭
園
だ
と
宣
伝
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
農
工
大
学　

名
誉
教
授
）

図９　小石川後楽園における樹木の光環境と年間成長量との関係（註３）

　　　左：常緑広葉樹、右：落葉広葉樹
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The Garden Society of Japan offering garden design 

training (Traditional Garden Landscaping School) 

found a place to make a garden, but during the 

course of designing, the plan was derailed by the 

Great East Japan Earthquake. Two years after the 

earthquake, we decided to design the Great East 

Japan Earthquake Reconstruction Memorial Garden 

to pray for the souls of the victims and for disaster 

recovery. Materials were supplied and expenses 

were funded by donations from those involved 

with making the garden, members of the Society, 

and local residents. The garden was constructed 

with the efforts of over 3,500 people consisting of 

landscaping trainees (including from overseas) 

and volunteer Miyagi branch members.     

Construction materials including rejected 

tsunami-driven garden stones and disused stone 

materials from developments after the earth-

quake were reused in various places as symbols 

of regeneration. Chestnut logs from local 

forests were used for the earthen bridge, and 

cedar lumber from the development site became 

pillars of the summerhouse. Trees from woodlands 

close to villages (satoyama) were transplanted to 

the garden, and moss was laid as a donation by 

the local community. We hope this garden will 

offer a new tourism resource that contributes 

to revitalization of the community. 

作品評（渡部　桂）

  震災の惨状は人々に無情を抱かせた。秩序

ある美の欲求は人の本能的な混沌への反応に

も見える。東地は歴史的に由緒ある土地だが

近年は閉ざされ，今回の整備で水や緑が持つ

美が息を吹き返した。鎮魂の場でありつつ技

術修練の場であり，随所に造園のボキャブラ

リーが散りばめられ見どころが多い。各所か

らの景色は周縁の二次自然と境界無くダイナ

ミックに繋がる。材料から空間の見立てま

で，有るものを上手く使うと言うことが本園

の成り立ちに思える。震災後の世界観にも通

じる。なお本園は2019年台風19号で被災し，

現在復旧が進められている。

The Garden Society of Japan

高橋 康夫

菊地 正樹

横山 英悦

Yasuo Takahashi

Masaki Kikuchi

Eietsu Yokoyama

廣瀬 慶寛

内田 均

Yoshihiro Hirose

Hitoshi Uchida

一般社団法人　日本庭園協会

山取り木の植栽 Transplanting Trees (’16.10)

平面図 Plan

廃材利用の飛石　Stepping Stones (’18.05)

休憩所越しに見た庭園風景 View of Garden over the Summerhouse (’18.08　撮影 ササキ シゲル）

堤・滝石組の完成　Arranging Rocks for the Bank and the Waterfall (’14.10)

研修棟予定地

枯山水庭園予定地

池泉回遊式庭園

森林庭園予定地

中池

御廟

上池

本堂

庫裏

出典：『ランドスケープ研究』Vol.83増刊　作品選集、日本造園学会、2020年3月16日発行

日本庭園協会は1974年より築庭研修(伝統

庭園技塾)を開催してきたが，つくった庭は

すぐに解体され，研修成果が残らなかった。

そこで，永久に残せる築庭場所を探し，宮城

県黒川郡大和町の覚照寺の所有する山林原野

約4000㎡の提供を受けることとなった。構想

の途上，東日本大震災に遭い，計画が頓挫し

た。震災2年後，震災の鎮魂と復興を願う名

園をつくりたいという思いで，東日本大震災

復興記念庭園の築庭を決め，宮城県支部設立

と庭園協会創立100周年記念事業として築庭

に取り掛かった。資材や経費は，参加者や協

会会員，地元住民等からの寄付で賄った。

2013～2018年の28日間の築庭研修(海外参加

者含む)と支部会員のボランティア，延3,500

名以上の参加で完成させた。築庭作業により，

伝統的手法と現代技術を融合させ，熟練者か

ら若手への技術の伝承が行えた。

この庭は，池泉回遊式で，背後の森林と西

側の山を庭に取り入れ，山裾の地形を生かし

ながら，沢水を利用した幽玄な空間演出を

行った。農業用貯水池跡を修復した三つの池

を人生にたとえ，誕生(沢の滴り水)➡幼年期

(第一の池) ➡激動の壮年期(第二の池) ➡成

熟期(第三の池)へと流れ，西側にある笹倉山

を須弥山に見立て，魂はそこに帰っていく構

想とした。池の周りには，園路，水鉢，洞窟，

石橋，土橋，休憩所を設け，樹木や石造品を

Kurokawa-gun, Miyagi.

東日本大震災復興記念庭園
Ｔhe Great East Japan Earthquake Reconstruction Memorial Garden

宮城県黒川郡

【エイジング・マネジメント部門】

ポイントとし，回遊しながら庭の変化を楽し

めるようにした。休憩所からは，中島に架か

る土橋の先に笹倉山を主景として眺めること

ができ，池中に水鏡で山が映るよう工夫した。

資材においては，津波で流されて廃棄物と

なった庭石や，震災後の造成時に不要となっ

た石材を，再生を意識して各所に再利用した。

土橋の材料の栗丸太は現地の山林から切出し，

休憩所の柱は造成時に伐採し製材したスギを

用いた。現地の山の樹木を移植し，地域から

寄付されたコケを庭に貼り付けた。

今後，完成した庭の管理や周辺の整備を庭

園協会の修業道場として活用し，地域の活性

化に貢献する新たな観光資源を目指したい。

土橋づくり Making the Earthen Bridge (’15.10)造成前の下刈り Removing Undergrowth (’13.06 )

東日本大震災復興記念庭園の植栽 Planting for the Great East Japan Earthquake Reconstruction Memorial Garden (’17.10　撮影 ササキ シゲル）

護岸工事 Arranging Rocks for the Cave (’16.10)
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ム
」
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
大
奮
闘

中
で
す
。

池
田
昭
平
さ
ん
は
今
で
も
、
桂
社

長
や
池
忠
造
園
の
ス
タ
ッ
フ
と
日
本

庭
園
協
会
新
潟
県
支
部
を
優
し
く
見

守
っ
て
下
さ
る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
い
た
だ
い
た
数
々
の
温
情
に
感

謝
し
、
こ
の
文
章
を
閉
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
池
田
昭
平
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
新
潟
県
支
部
・
副
支
部
長
）

去
る
３
月
11
日
、

日
本
庭
園
協
会
新
潟

県
支
部
に
て
活
躍
さ

れ
た
池
田
昭
平
氏
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
満
79
歳
で
し
た
。

池
田
昭
平
さ
ん
と
は
昨
年
30
周
年
を
迎

え
た
当
協
会
新
潟
県
支
部
を
通
じ
て
の
長

い
お
付
き
合
い
で
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

私
が
新
潟
に
帰
っ
て
き
て
間
も
な
い

1
9
9
4
（
平
成
６
）
年
、
当
協
会
（
新

潟
県
支
部
）
と
田
中
泰
阿
弥
の
研
究
会
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、

田
中
泰
阿
弥
の
も
と
で
働
い
て
い
た
藍
澤

信
義
さ
ん
の
聞
き
取
り
調
査
に
参
加
し
、

池
田
さ
ん
の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
調
査
は

印
象
的
で
し
た
。
そ
の
帰
り
道
お
邪
魔
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
池
田
さ
ん
が
代
表
を

務
め
る
（
株
）
池
忠
造
園
へ
行
っ
た
初
め

て
の
機
会
で
し
た
。

そ
の
後
、
池
田
さ
ん
は
当
協
会
新
潟
県

支
部
の
2
代
目
支
部
長
と
な
ら
れ
、
数
々

の
支
部
活
動
や
田
中
泰
阿
弥
研
究
会
で

一
緒
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
9
9
（
平
成
11
）
年
に
は
支
部
長
か

ら
相
談
役
に
な
ら
れ
た
池
田
さ
ん
で
し
た

が
、
支
部
活
動
に
は
数
多
く
の
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
積
極
的
に
支
部
活
動
を

リ
ー
ド
し
、
ま
た
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
様

に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
活
動
の
中
で
徐
々
に
話
す
機
会
も

増
え
て
き
た
頃
、
池
田
さ
ん
の
地
元
の
柏

崎
市
に
あ
る
国
指
定
名
勝
庭
園「
貞
観
園
」

の
修
復
事
業
に
当
協
会
本
部
と
新
潟
県
支

部
が
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
私
自
身
も

貞
観
園
の
業
務
に
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
頃

か
ら
貞
観
園
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り

柏
崎
に
行
く
機
会
が
多
く
な
っ
て
、
工
事

の
相
談
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
池
忠
造
園
さ

ん
に
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
し
た
。
貞
観
園

の
業
務
に
つ
い
て
地
元
の
池
田
さ
ん
が
協

力
し
て
下
さ
る
の
は
本
当
に
心
強
く
思
い

ま
し
た
。

2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
新
潟
県
中
越

追
悼
　
池
田 

昭
平 

氏

沖
地
震
の
際
に
は
、
池
田
さ
ん
の
会
社
自

体
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
の
に
も
拘
ら

ず
、
す
ぐ
さ
ま
貞
観
園
の
事
を
心
配
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
震
で
傷
ん

だ
貞
観
園
内
の
石
造
物
な
ど
の
修
復
に
多

く
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被

害
に
あ
っ
た
「
貞
観
園
の
標
石
」
修
復
工

事
に
は
、
自
ら
貞
観
園
に
ふ
さ
わ
し
い
台

座
の
石
材
を
探
し
出
し
、
そ
れ
を
一
冬
か

け
て
自
社
の
工
房
で
加
工
さ
れ
、
そ
の
見

事
な
施
工
を
一
緒
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。

池
田
さ
ん
の
会
社
を
訪
ね
る
と
、
ま
ず

何
種
類
も
の
パ
タ
ー
ン
を
違
え
た
見
本
庭

園
の
見
事
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
庭
園
に
は
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
盛

り
込
ま
れ
、
池
田
さ
ん
の
懐
の
深
さ
と
見

識
の
広
さ
を
一
眼
で
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
最
初
に
伺
っ
た
時
は
夜
分
で

暗
く
、
会
社
の
様
子
が
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
こ
の
時
、
気
が
付
い
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
事
務
所
に
伺
う
と
「
お

茶
で
も
飲
ん
で
い
け
ー
ぃ
や
」
と
優
し
く

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
当
協
会
の
話
や

人
生
経
験
豊
か
な
様
々
な
話
を
楽
し
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
造
園
な
ど
業
務
の
知
識
に
留

ま
ら
ず
、
支
部
運
営
に
欠
か
せ
な
い
見
識

と
判
断
力
で
私
た
ち
後
進
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
時
間
を

か
け
私
た
ち
は
大
切
な
先
輩
で
あ
る
池
田

さ
ん
か
ら
本
当
に
多
く
を
学
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
も
時
々
池
田
さ
ん
の
「
石
を

も
貫
く
硬
い
志
」を
思
い
か
え
す
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
は
人
生
を
生
き
る
た
め
の
羅

針
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
池
忠
造
園
は
ご
子
息
の
桂
さ

ん
が
社
長
と
な
り
立
派
に
引
き
継
が
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
桂
さ
ん
は
新

潟
県
支
部
で
も
活
躍
さ
れ
、
貞
観
園
の

最
終
年
度
の
施
工
を
一
緒
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
業
務
を
見
事
に
完
成
さ

せ
、
池
忠
造
園
の
伝
統
「
池
田
昭
平
イ
ズ

石い
し
か
わ川 

治は
る
い
ち壱

池
田
昭
平
さ
ん
と
の
思
い
出

左、右共：貞観園の修復作業を見守る池田昭平氏（後方ブルーの服）

貞観園修復方針検討委員会で、熱い眼差しの池田昭平氏（左奥）

貞観園の修復作業現場での打合せの様子（左・後ろ姿）
故・池田昭平さん

故・向川茂さん

石
川
県
支
部
長
４

代
目
を
6
年
間
勤
め

上
げ
た
の
ち
、
こ
の

３
月
27
日
に
不
治
の

急
病
の
た
め
、
67
歳
で
逝
去
さ
れ
た
向
川

茂
さ
ん
の
造
園
人
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
少

し
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
年
の
友

人
の
一
人
と
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

向
川
さ
ん
は
、
石
川
県
造
園
業
協
同
組

合
の
青
年
部
の
頃
よ
り
、
将
来
を
背
負
っ

て
立
つ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素
質
を
十
分

に
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
多
か
っ
た
と
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
1
9
9
2
（
平
成
４
）
年

に
金
沢
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
中
国
江
蘇

州
蘇
州
市
に
、
日
中
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
日
本
庭
園
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
べ
く

押
し
掛
け
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
押
し
掛
け
た
、
と
は
乱
暴
な
言
い
回

し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
時
代

は
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
の
不
景
気
真
っ
盛

り
、
沈
滞
ム
ー
ド
が
蔓
延
し
て
い
た
頃
で

し
た
。
彼
は
、「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

何
か
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
、
口
癖
の
よ
う
に
常
に
投
げ
か

け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
世
間

に
広
く
造
園
業
界
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
個
人

の
意
識
改
革
を
図
り
、
人
対
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
と
い
う
三
つ
の
目
的
を
意

味
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
彼
は
、
同
年
５
月
29
日
か
ら
、「
蘇

州
造
園
工
事
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
名
の
下
、

彼
を
団
長
と
す
る
一
行
20
人
が
蘇
州
市
を

訪
れ
、
９
日
間
に
渡
っ
て
蘇
州
最
大
の
庭

園
「
拙
政
園
」
内
の
東
園
の
一
郭
に
石
川

県
の
形
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
日
本
庭
園

（
日
中
友
好
庭
園
）
を
施
工
・
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
最
終
日
に
は
当
時
の
章
新
勝
蘇

州
市
長
お
よ
び
山
出
保
金
沢
市
長
に
参
加

を
賜
り
、
完
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

県
支
部
長
と
し
て
2
0
1
6
（
平
成

28
）
年
に
は
、
全
国
の
日
本
庭
園
協
会
会

員
に
参
加
を
募
り
、
赤
松
剪
定
・
雪
吊

り
・
水
鉢
等
の
雪
対
策
お
よ
び
コ
モ
巻
き

追
悼
　
向
川 

茂 

氏
本ほ
ん
だ田 

壽
ひ
さ
し

向
川
茂
さ
ん
の
早
す
ぎ
た
旅
立
ち
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地
の
石
材
問
屋
か
ら
古
レ

ン
ガ
、
六
方
石
、
彫
刻
プ

ラ
ン
タ
ー
等
を
廉
価
に
購

入
す
る
恩
恵
に
預
か
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
異
国

で
の
交
易
の
難
し
さ
を
承

知
し
な
が
ら
、
海
千
山
千

の
中
国
商
人
と
も
堂
々
と

渡
り
合
っ
て
い
け
る
力
量

は
、
ど
こ
に
隠
れ
て
い
た

の
か
計
り
知
れ
な
い
人
で

も
あ
り
ま
し
た
。

金
沢
の
街
角
で
、
ふ
と
、

巨
大
な
六
方
石
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
見
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
向
川
さ
ん
の
作
品
か

も
し
れ
な
い
と
偲
ば
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

彼
は
、
こ
れ
か
ら
先
も

多
く
の
後
継
者
を
育
て
あ

げ
、
鋭
い
時
代
感
覚
を
持

ち
合
わ
せ
た
造
園
人
（
ま

た
茶
人
で
も
あ
り
文
化
人
）

と
し
て
我
々
と
共
に
歩
ん

で
貰
い
た
か
っ
た
と
、
本

当
に
悔
や
ま
れ
ま
す
。

向
川
さ
ん
の
生
前
の
功

績
を
偲
び
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
（
正
会
員　

　
　

元
石
川
県
支
部
長
）

新
副
会
長

内う
ち
だ田   

均
ひ
と
し

1
9
5
8
年
生
ま
れ

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身

こ
の
度
、
副
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
1
9
8
2
年
、
社

会
人
３
年
目
、
農
大
の
農
場
教
員
と
し
て

作
庭
や
樹
木
管
理
を
教
え
て
い
た
時
、
当

協
会
を
知
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う

と
入
会
し
ま
し
た
。
岩
城
亘
太
郎
先
生
の

伝
統
庭
園
技
塾
で
茶
庭
づ
く
り
を
体
験

し
、
北
村
信
正
先
生
の
中
国
庭
園
研
修
会

に
も
行
き
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念

庭
園
築
庭
」
に
は
指
導
者
、
記
録
係
と
し

て
５
年
間
参
加
し
、
現
在
は
、
庭
園
協
会

ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
委
員
を
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
へ
の
ご
恩
返
し
を
し
て
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
評
議
員

小こ
ば
や
し林 

紀の
り
あ
き昭

１
９
５
８
年
生
ま
れ

新
潟
県
刈
羽
村
出
身

　

私
が
こ
の
世
界
に

入
っ
た
の
は
、
37
歳
の
頃
で
、
造
園
と

は
全
く
畑
違
い
の
場
所
か
ら
の
転
職
で
し

た
。
仕
事
を
始
め
て
、
２
年
く
ら
い
し
て

か
ら
、
当
協
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

新
役
員
紹
介

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
の
ご
指
導

や
研
修
・
見
学
会
等
に
よ
り
、
庭
づ
く
り

は
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

も
う
20
年
以
上
が
た
ち
現
在
の
私
が
あ
る

の
は
、
当
協
会
で
お
付
き
合
い
を
い
た
だ

い
た
方
々
が
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
の
好

き
な
言
葉
は
「
一
期
一
会
」
で
す
。
こ
の

言
葉
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身
を
育
て

て
い
た
だ
い
た
新
潟
県
支
部
に
対
し
感
謝

の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
支
部
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
新
潟
県
支
部
長
）

中な
か
や
ま山 

な
つ
希き

1
9
6
9
年
生
ま
れ

東
京
都
出
身

「
庭
」
を
通
じ
て
多

く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
会
い

の
一
つ
が
、
当
協
会
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
庭
」
に
対
す
る
志
が
高
く
、
情
熱
の
熱
い

会
員
の
皆
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
講
座
や

会
員
誌
を
通
じ
て
絶
え
ず
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
庭
」
や
そ
れ
を

と
り
ま
く
人
々
の
魅
力
や
想
い
を
敏
感
に

感
じ
と
れ
る
感
性
を
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宮み
や
も
と本 

広ひ
ろ
ゆ
き之

１
９
５
８
年
生
ま
れ

石
川
県
津
幡
町
出
身

　

支
部
事
務
局
を
担
当

し
て
い
た
頃
に
は
、
度
々
東
京
や
い
ろ

い
ろ
な
所
に
足
を
運
ぶ
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
任
を
離
れ
る
と
、
開
業

し
た
北
陸
新
幹
線
に
未
だ
乗
車
経
験
も
な

く
、
ひ
た
す
ら
地
元
で
作
庭
や
管
理
に
勤

し
ん
で
参
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
打
診
が

あ
り
ま
し
た
支
部
長
就
任
で
そ
の
機
会
も

あ
る
か
と
思
っ
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
で

す
。
ズ
ー
ム
会
議
で
関
係
者
の
方
々
に
は

お
目
に
か
か
れ
ま
し
た
が
、
直
接
お
目
に

か
か
る
折
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
（
石
川
県
支
部
長
）

山や
ま
だ田 

祐ゆ
う
じ司

１
９
７
４
年
生
ま
れ

新
潟
県
見
附
市
出
身

　

埼
玉
県
支
部
長
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動
を
通
じ
、
あ

ら
た
め
て
基
本
的
な
技
術
を
見
直
し
、
新

た
な
庭
の
創
出
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
が
活
動
の
中

で
習
得
し
た
も
の
が
形
と
な
り
、
ま
た
次

世
代
に
庭
の
世
界
を
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
、
充
実
し
た
支
部
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

（
埼
玉
県
支
部
長
）

由ゆ

い比 
誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎

1
9
7
3
年
生
ま
れ

東
京
都
出
身

小
さ
い
頃
か
ら
も
の

づ
く
り
が
好
き
で
、
人
に
囲
ま
れ
る
よ
り

自
然
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
も
と
も
と
父
が
営
ん
で
い
た

造
園
業
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
、
専
門
学

校
卒
業
後
は
石
正
園
で
修
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
か
ら
当
協
会

に
も
お
世
話
に
な
り
、
日
頃
か
ら
勉
強
の

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
評
議
員
と

し
て
自
分
な
り
に
で
き
る
こ
と
に
尽
力
い

た
し
ま
す
。

本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
日
本
庭
園
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
わ
ざ
」

に
関
す
る
研
究
推
進
委
員
会
』
に
つ
い
て

日
本
庭
園
の
技
術
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
へ
と
登
録
推
進
の
機
運
が
高
ま
る

な
ど
、
日
本
庭
園
が
再
び
脚
光
を
浴
び
て

い
る
今
日
、「
日
本
庭
園
の
価
値
の
普
遍
性

を
立
証
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
東

京
農
業
大
学
の
粟
野
隆
教
授
（
当
協
会
評

議
員
）
の
提
案
で
、
日
本
造
園
学
会
に
設

け
る
こ
と
に
な
っ
た
委
員
会
で
あ
る
。

提
案
者
で
あ
る
粟
野
教
授
を
委
員
長

と
し
て
19
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
当
協

会
か
ら
は
、
高
橋
康
夫
会
長
、
小
沼
康
子

常
務
理
事
（
広
報
委
員
長
）
が
推
進
委
員

の
講
習
会
を
、
一
泊
二
日
で
「
い
こ
い
の

村
能
登
半
島
」
内
建
物
周
辺
で
ミ
ニ
塾
を

開
講
し
ま
し
た
。
企
画
提
案
や
役
割
分
担

に
係
る
根
回
し
等
、
彼
の
采
配
は
丁
寧
か

つ
き
め
細
や
か
で
あ
り
、
支
部
会
員
の
協

力
を
引
き
出
す
に
十
分
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
彼
の
声
掛
け
の
仕
方
や
気

遣
い
に
も
団
体
長
と
し
て
の
責
任
感
と

風
格
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、
先

輩
諸
氏
も
多
い
金
沢
青
年
会
議
所
で
長

年
経
験
を
積
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
モ
ス
ク
ワ
（
ロ
シ
ア
）、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
で
の
茶
会

を
通
じ
て
の
国
際
交
流
委
員
の
体
験
を
、

興
味
深
く
拝
聴
し
た
こ
と
も
思
い
出
深
い

で
す
。
彼
の
、
親
し
み
や
す
く
、
人
好
き

の
す
る
性
格
は
、
異
文
化
圏
で
も
存
分
に

発
揮
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
国
際
日
本

庭
園
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
・
同
行
さ
れ

た
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
を
は
じ
め
、
高

橋
康
夫
会
長
、
三
橋
一
夫
国
際
活
動
委
員

長
も
ご
存
知
の
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
に
、
当

協
会
の
仲
間
で
あ
る
甲
府
市
の
田
中
徳
夫

さ
ん
を
交
え
た
数
名
で
、
中
国
の
大
連
市

へ
石
造
品
の
共
同
購
入
に
出
か
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
向
川
さ
ん
は
30
年
程
前

か
ら
、
中
国
蘇
州
に
海
外
出
張
所
を
設

立
し
、
石
材
の
輸
入
な
ど
を
手
掛
け
て

い
ま
し
た
。
向
川
さ
ん
の
お
陰
で
、
現

完成した「拙政園」内の日中友好庭園（1992.6月　大田徳重氏撮影）

蘇州市「拙政園」内の日中友好庭園完成式　章蘇州市長に目
録を贈呈する向川茂氏（和服姿）と山出金沢市長（前列中央）

（1992.6月　大田徳重氏撮影）
石造品購入のため訪れた中国・大連市にて
左から中田正敏氏、筆者、向川茂氏、田中徳夫氏（2016.8.30）
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新
入
会
員
・
氏
名
（
住
所
）

（
２
０
２
１（
令
和
3
）
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
入
会
）

髙
﨑 

義
久
（
石
川
県
）
／
深
田 

佑
二
（
石

川
県
）
／
大
橋 

伸
哉
（
東
京
都
）
／
黒
田

泰
隆（
石
川
県
）／
竹
内 

智
子（
神
奈
川
県
）

／
秋
風 

康
祐（
島
根
県
）／
及
川 

和
俊（
宮

城
県
）（
入
会
順
・
敬
称
略
）

編
集
後
記

★
「
清
澄
庭
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
連
続

講
演
会
、
前
号
掲
載
の
第
３
回
（
内
田
青
蔵

先
生
）、
第
４
回
（
松
島
章
先
生
）
と
今
号

第
５
回
（
亀
山
章
先
生
）
の
講
演
内
容
の
校

閲
・
校
正
は
内
田
均
、
小
沼
康
子
が
担
当
。

編
集
担
当
：
小
沼
康
子
／
内
田 

均
／
鈴
木
貴
博
／

豊
蔵 

均

本
文
デ
ザ
イ
ン
：
由
比
ま
ゆ
み

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
活
動
期
間
は

2
0
2
1
・
2
0
2
2
（
令
和
３
・
４
）
年

の
２
か
年
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
日

本
庭
園
協
会
及
び
日
本
造
園
建
設
業
協

会
、
日
本
造
園
組
合
連
合
会
、
京
都
府
造

園
協
同
組
合
、
日
本
植
木
協
会
な
ど
造
園

関
係
団
体
と
造
園
・
文
化
遺
産
の
学
識
者

や
専
門
家
ら
が
協
力
し
な
が
ら
調
査
研
究

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
日
本
庭
園
の

伝
統
的
空
間
文
化
と
技
術
を
未
来
へ
継
承
す

べ
く
日
本
庭
園
の
「
こ
こ
ろ
」（
哲
学
や
思

想
）と「
わ
ざ
」（
日
本
庭
園
を
形
作
る
技
術
）

の
２
部
会
構
成
を
と
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、現
地
検
討
会
を
行
い
、

日
本
庭
園
の
普
遍
的
な
価
値
を
体
系
的
に

把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
庭
園
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
卒
業
論
文
に

日
本
庭
園
協
会
賞
受
賞
者
が
協
力

2
0
2
0
年
度
東
京
農
業
大
学
地
域

環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
の
４
年
生
相
原

眞
人
さ
ん
の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
日
本
庭
園
協
会
受
賞
者
の
小
口
基

実
氏
（
第
２
回
、
１
９
９
３
）、
曽
根
三

郎
氏
（
第
３
回
、
１
９
９
４
、
代
理
・
子

息
将
郎
氏
）、
高
橋
良
仁
氏
（
第
４
回
、

２
０
０
５
）、
小
沼
康
子
氏
（
第
８
回
、

２
０
０
９
）
の
４
名
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

に
協
力
し
た
。

　
『
日
本
庭
園
協
会
賞
受
賞
者
の
作
品
な

師
、
内
容
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
す
る
。

●
５
月
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

2
0
2
1
年
度
日
本
造
園
学
会
全
国
大

会
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
日
本
庭
園
の
「
わ

ざ
」
―
石
の
運
搬
と
据
え
付
け
に
関
す
る

伝
承
造
園
技
術
の
検
証
』
に
お
い
て
、
廣

瀬
慶
寛
技
術
委
員
長
が
、
都
立
芝
公
園
内

も
み
じ
谷
の
「
も
み
じ
滝
」
の
修
復
工
事

に
つ
い
て
話
題
提
供
し
た
。

●
造
園
ア
カ
デ
ミ
ー
会
議
（
事
務
局
・
日

本
造
園
組
合
連
合
会
）
で
は
、
９
月
11
日

（
土
）、
12
日
（
日
）
に
「
災
い
を
転
じ
て

希
望
と
な
す
造
園
力
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
１
日
目
の
講
演
で
は
、
当
協
会

か
ら
は
高
橋
康
夫
会
長
が
「
東
日
本
大
震

災
復
興
記
念
庭
園
」
に
つ
い
て
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
復
興
記
念
庭
園
の
施
工
に
み
る
造
園

力
」
と
題
し
て
発
表
す
る
。
２
日
目
当
協

会
は
、
東
日
本
復
興
記
念
庭
園
の
映
像
を

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
上
で
映
像
を
流
し
な
が
ら
、
宮

城
県
支
部
会
員
が
復
興
に
向
け
た
作
庭
理

念
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
解
説
を
す
る
。
参

加
申
込
な
ど
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
す

る
。（
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
は

10
，
11
頁
参
照
）

国
際
活
動
委
員
会

●
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー 

Ｖ
・
Ｌ
・
コ

マ
ロ
フ
記
念
植
物
研
究
所 
ピ
ョ
ー
ト
ル
大

帝
植
物
園
主
催
の
国
際
学
術
会
議
「
日
本

庭
園
～
植
物
学
、
意
味
、
景
観
」
が
５
月

31
日
か
ら
4
日
間
に
わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
さ
れ
た
。
当
協
会
か
ら
国
際
活
動
委

員
の
細
野
達
哉
氏
が
「
中
島
健
の
日
本
庭

園
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
」
と
題
し
、
国
土
交

通
省
委
託
の
「
令
和
２
年
度
海
外
日
本
庭

園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
中
央
植
物
園
日
本
庭
園(

モ
ス

ク
ワ
市)

の
修
復
計
画
」
に
お
い
て
同
庭

園
の
作
庭
者
中
島
健
氏
に
つ
い
て
調
査
収

集
し
た
内
容
か
ら
、
氏
の
造
園
観
や
作
風

に
つ
い
て
分
析
し
た
成
果
を
発
表
し
た
。

ど
に
見
る
平
成
時
代
の
庭
園
の
潮
流
』
と

題
す
る
卒
論
は
、
近
年
、
人
々
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
日
本
庭
園
が
少
な
く
、
そ
れ

を
過
去
の
文
化
と
感
じ
る
人
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
を
打
破
し
、
22
世
紀

ま
で
継
続
し
続
け
る
文
化
と
す
る
た
め

に
「
新
た
な
日
本
庭
園
の
構
築
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
、
日
本
庭
園
協
会
賞
受
賞
者
に
着
目

し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
得
た
回
答
を

分
析
・
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
協
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
造
園

界
で
の
活
躍
を
目
指
す
学
生
や
若
人
へ

の
協
力
は
惜
し
ま
な
い
姿
勢
で
望
む
方

針
で
あ
る
。

　
訃　
報

　

当
協
会
理
事
、
国
際
活
動
委
員
会
委
員

長
の
三
橋
一
夫
氏
が
、
令
和
3
年
5
月
27

日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
81
（
満

80
）
歳
で
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

号
を
改
め
て
、
三
橋
氏
の
ご
功
績
を
紹
介

し
、追
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

技
術
委
員
会

● 

本
年
度
の
連
続
基
礎
講
座
を
11
月
に

全
２
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。
講


